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●　［　　　］の中に適切な語句を入れて，要点を整理しよう。

ヨーロッパの風土と人びと
気候

気候 気候

民族 語族 ウラル・

アルタイ系

ゲルマン人の大移動
大移動前のゲルマン人

ゲルマン人 人

ローマの下級官吏・傭兵・コロヌスとして帝国内に移住するゲルマン人も多かった

カエサル タ

キトゥス

大移動の原因 人 東ゴート人

西ゴート人

ゲルマン諸国家の成立 人

人 人 人

ヘプターキー

フン人の定着

西ローマ・ゲルマン連合軍に敗れ

西ローマ帝国の滅亡

西ヨーロッパ世界の成立1

基 礎 学 習

ヨーロッパ世界の形成と発展第11講
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メロヴィンク朝とフランク王国の発展 カロリング朝とローマ帝国の復活 フランクの分裂

クローヴィス カール＝マルテル ピピン カール大帝
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ビザンツ帝国 ユスティニアヌス帝

王国

フランク王国の発展
メロヴィング家 クローヴィス

派に改宗 ローマ教会やローマ系住民

との協力

カール＝マルテル ウマイヤ朝

の戦い

ピピン 朝

ランゴバルト王国を攻撃 ラヴェンナ地方

ローマ＝カトリック教会の成立
教会組織 ローマ・コンスタンティノープル・ア

ンティオキア・イェルサレム・アレクサンドリア ローマ教会とコン

スタンティノープル教会

ローマ教会の布教

ベネディクトゥス モンテ＝カシノ

東西教会の分裂 レオン3世 令

ラヴェンナ地方

カール大帝
カール大帝の西ヨーロッパ統一 カール大帝

ザクセン アヴァール人

後ウマイヤ朝

カールの戴冠

カールの戴冠 古典古代文化 ゲルマン人

キリスト教

分裂するフランク王国
分裂 条約

条約 東フランク 西フランク イタリア

東フランク

西フランク ユーグ＝カペー

カールの戴冠

ローマ・コンス

ィク

ラヴ

帝
ール

戴冠

カ

カ

Sa
mp
leモンテ＝カシノテ＝カシノ

オン3世 令

方

ヨーロッパ統一ヨーロッパ統一 カール

ザクセンザ

後ウマイヤ朝後ウマイヤ朝
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イタリア

ノルマン人の活躍
ノルマン人 スカンディナヴィア半島 ユトランド半島

ノルマンディー公国 ノルマンディー公国

王国

イングランド征服

ウィリアム1世 ノルマン朝

ロシア リューリク

国 公国

封建社会の成立
封建的主従関係

封建的主従関係

封建社会

荘園の構造

領主裁判権

農奴

ローマ＝カトリック教会の成長
階層制組織

叙任権闘争

カノッサの屈辱

ヴォルムス協約

ビザンツ帝国の繁栄と衰亡

東ヨーロッパ世界の成立2
この講の流れ図
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ローマ帝国の分裂

商業 貨幣経済

ユスティニアヌス大帝

衰退 シリア エジプト スラヴ人 アジア系

帝国

ビザンツ帝国の社会と文化
社会 屯田兵制

ビザンツ文化 ギリシア語 ドーム モザイク壁画

スラヴ人と周辺民族の自立
東スラヴ人

ノヴゴロド国 キエフ公国

ギリシア正教に改宗

バトゥ モンゴル人 ＝ハン国

モスクワ大公国

南スラヴ人

セルビア人

西スラヴ人 ローマ＝カトリックに改宗

ポーランド人 ドイツ騎士団に対抗 リトアニア人 朝

チェック人 ベーメン王国

アジア系民族

ブルガール人 ギリシア正教

マジャール人 ローマ＝カトリック

ゲルマン人の大移動とスラヴ人の移住
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確 認 問 題

1

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

Ａ

ａ ｈ Ａ

▼ゲルマン人の国家

ａ ｄ

▼カール大帝の帝国

1

2 2

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

　　　　人A　　　　の戦い
（451）

h

e 王国

王国
ラヴェンナ

ローマ

王国

g 王国

f 王国

b 王国

c 王国

d
王国

a 王国王国

トレド

ライン川

ドナウ川

ラヴェンナ

コンスタン
ティノープル

東ローマ帝国

アレクサンドリア

ローマ

カルタゴ

フランク王国

ラヴェンナラヴェンナ

ビザンツ国境

　　　　　朝b

　　　　　王国a

　　　　　朝c

　　　　　帝国d

帝の

ンスタ
ィ

王国
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3

ａ

ｂ

ａ ｂ

▼　　　 条約（843） ▼　　　 条約（873）

ａ ｆ

▼ノルマン人の国家

3
ａ ｂ

4 4

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

▶一問一答 ヨーロッパ世界の形成と発展

東
フ
ラ
ン
ク中

部
フ
ラ
ン
ク

西
フ
ラ
ン
ク

東
フ
ラ
ン
ク西

フ
ラ
ン
ク イタリア

　　　　　国a

　　　　　公国b

　　　　　公国e

　　　　　朝

　　　　　朝

　　　　　朝

　　　　　朝

c

d

　　　　　王国　　　　　王国f

ノルウェー

デンマーク

スウェーデン

ノルウェー

デンマーク

スウェーデン

↓

ｆ

e

ススス pleeｄ
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演 習 問 題
ゲルマン人の大移動

ア

イ

ウ ウ

Ａ Ｇ

フランク王国の発展

ノルマン人の活躍

1 1

ア

イ

ウ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

2

2

3 3

A

C

B
GD

E

F

A
B

D
GC

FFEE
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2
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封建社会の成立 誤っているもの

教会の権威

ビザンツ帝国の繁栄と衰亡

ア イ ウ エ

ア イ ウ エ

ア イ ウ エ

ア イ ウ エ

ア イ

ウ エ

ア イ ウ エ

ア イ ウ エ

4 4

5 5

6

6

ウ

Sa
mp
le

m
SS

6


